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当期の概況

■ フィーチャーフォン向け公式サイトが縮小傾向に
これまで当社の売上の大半を占めていた、フィーチャーフォン向け携帯公式サイトから、スマート
フォンへと市場が移行しつつあります。それに伴い、当社の公式サイト全体の会員数も、減少傾向
にあります。

■ パチンコ・パチスロに続く、新しいジャンルに挑戦
これまでパチンコ・パチスロ向けコンテンツを主に展開しておりましたが、同業界は当期、依然とし
て厳しい状況が続いており、当社の売上も少なからず影響を受けております。当社では、リスクを
分散すべく、前期末より新たに、異ジャンルのエンターテインメント・コンテンツとして、「宇宙戦艦ヤ
マトクルー」、「eden*最後の恋物語」の携帯公式サイトをスタートしており、当期では、それらのコン
テンツ拡充ならびに新しいプラットフォームへの挑戦を行いました。

プラットフォームの転換

コンテンツジャンルの拡充

■ スマートフォン・ソーシャルメディアへのコンテンツ提供開始
そこで、当期には、現在公式サイト向けに展開しているコンテンツを、スマートフォン向けに展開。
今後の展開への礎を築きました。また、現在最も勢いのあるジャンルのひとつ、ソーシャルメディア
向けのコンテンツ提供を推進いたしました。こちらは人気SNSサイトへのアプリ提供から、
自社メディアでの実験的コンテンツまで、研究開発を含めた幅広い取り組みを行っております。
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スマートフォン
ソーシャルメディア

携帯公式サイト

◆ハイライト ： 当期におけるビジネスの全体像

既存のビジネスを活かし、新しいプラットフォームへ続々と展開

新たなジャンルの
コンテンツ

パチンコ・スロット系
コンテンツ

携帯公式コンテンツを
ソーシャルメディアや
スマートフォン向けに
マルチ展開

今後の市場動向を見据えたコンテンツ展開今後の市場動向を見据えたコンテンツ展開

for
iPhone

for
Mobage

for
Android
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◆ハイライト ： 携帯公式サイト・ＰＣサイト関連

■ コンスタントなアプリ配信

■ wikiなど「みんなで作る」要素との連携

■ 新規サイトのコンテンツ拡充およびソーシャルとの連携

前年度後半よりサービスを開始した「宇宙戦艦ヤマトクルー」および
「eden*最後の恋物語」において、新たな「きせかえコンテンツ」や
キャラメールなど、新サービスを追加・拡充しています。
また、3月に開始したソーシャルゲーム「eden*学園恋物語」からは
既存公式サイトへの流動性を高めた企画を配信しています。

本年度を通じて、20本の公式サイトでのアプリ配信を行っています。
また、それ以外にも、きせかえコンテンツやマチキャラ®など、ファンのニー

ズに応えたコンテンツ提供を行っています。
一部アプリは、実機発売に先駆けて提供されており、これまでに多くのファン
に利用されています。

©OLYMPIA

パチンコ・パチスロの機種情報を、ユーザーが持ち寄って公開する攻略情報コーナーを
バージョンアップさせるなど、内容およびユーザビリティを充実させています。また、公式サ
イト内で培ったこれらの情報は、スマートフォン向けアプリにも活用しています。

©宇宙戦艦ヤマトクルー
© Nishizaki / ENAGIO
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◆ハイライト ： ソーシャルメディア・スマートフォン関連

■ 新しいプラットフォームへのコンテンツ提供が増える

■ 強みを生かした、ソーシャルメディアへのアプリの提供
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提供するコンテンツの比重が、携帯公式サイ
トからスマートフォン・ソーシャルメディア向
けアプリにシフトする傾向にあります。

また、既存の携帯公式サイトと連携した新
サービスも数多くリリースされており、ユー
ザーニーズに応じた連動が図られています。

2010年度 提供コンテンツの種別

人気の実機シミュレーターアプリから、パチスロ設定
判別ツールなど、これまで携帯公式サイトで培ってき
たノウハウを新しいメディアにも展開し、iPhoneの有

料アプリではダウンロード数１位に輝くなど、上々の
評価を得ています。

また、3月からは新たに「Mobage」において恋愛ソー

シャルゲームの提供も開始しています。

©OLYMPIA、 © CommSeed、©MINORI
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売上高は減少したものの、ソーシャルメディア・スマートフォン向けの
各アプリが利益に貢献。また、本社移転により固定費圧縮を実現。
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単位：百万円
当期

（10/4月～11/3月）

前期
（09/4月～10/3月） 増 減 概 要

売上高 1,131

443
39.2％

393
34.8％

50
4.4％

49
4.4％

23
2.0％

1,223 △92
震災に伴う開発遅延により、投入予定の新規サービスが翌
期にずれたこと、スマートフォン移行による会員減も加わり、
予想を下回りました。

売上総利益 440 3

売上総利益率 36.0％ －

販管費 399 △6

販管費率 32.7％ －

営業利益 40 10

営業利益率 3.4％ －

経常利益 40 9

経常利益率 3.3％ －

当期純利益 34 △11

四半期純利益率 2.9％ －

本社移転費用などの特別損失を計上するものの、当期純利

益でも３期継続して黒字となっております。

営業利益の安定により、引き続き、経常利益も黒字で推移し

ております。
（前年同期比 23.1％増）

当期に入り、ソーシャルメディアやスマートフォン向けアプリ
などの成長分野へ積極的に開発費を投入していますが、コ
スト管理の強化により収益性は安定しております。
（前年同期比 22.3％増）

引き続き、部門別・機能別コスト管理を強化し、各費用のコン

トロールに努めました。
（前年同期比 1.5%減）

ソーシャルメディア向けアプリの開発等に係る先行投資的な

費用が増加しましたが、運営コストの効率化に努めました。

（前年同期比 0.7%増）

●

11--11.. 20112011年年33月期月期累計期間累計期間 業績業績概要概要
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当期より、成長市場のソーシャルメディア・スマートフォン向けの

各アプリが収益の安定化に貢献。
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●

11--22.. 四半期毎の四半期毎の営業営業利益利益の推移の推移

コアなユーザー向けに趣味・嗜好性
の高いモバイルコンテンツの提供

パチンコ・パチスロに続く
新たなカテゴリーの育成

ソーシャルメディア・スマートフォンなど
成長性が高いプラットフォームへ展開

便利で楽しめる機能を追及、既存
サイトの基盤をより強固なものに

パチンコ・パチスロファン
向けサービスの拡充

パチンコ・パチスロ関連企業
などとの関係強化

他社との提携による
サービスの強化

前期より 当期より

成長性が高い新たな
プラットフォームへの展開

ソーシャルメディア・スマートフォン向けの
各アプリが収益の安定化に貢献。

ソーシャルメディア・スマートフォン向けの
各アプリが収益の安定化に貢献。
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スリムな財務体質を堅持しつつ、自己資本の充実をはかる。
自己資本比率は70%台で高位安定。

負 債 249 232 17

純資産 609 586

818

23

負債純資産合計 859 40

前期末
2010年3月末

646

171

818

単位：百万円
当期末

2011年3月末
増 減

流動資産 722 75

固定資産 136 △35

資産合計 859 40

◇現金及び預金が31百万円増加

◇本社移転に伴う敷金返還予定の未収入金42百万円が

一時的に増加

◇本社移転により差入保証金が23百万円減少し、

ソフトウェアが16百万円減少

◇本社移転に伴う設備の未払金30百万円が一時的に増加し、

リース債務が9百万円減少

◇収益の安定化により、利益剰余金が23百万円増加

◇自己資本比率は70％台で高位安定（前期末は71%）

Ａ Ｂ Ａ－Ｂ
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●

11--33.. 20112011年年33月期月期 貸借対照表貸借対照表概要概要
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営業キャッシュ・フローは安定してプラスを継続。

単位： 百万円
当期

（10/4月～11/3月）
前期

（09/4月～10/3月）
増 減

各キャッシュ・フロー
の状況と要因

50 58

21

3

31

△89

△12

315

営業活動による
キャッシュ・フロー 108

投資活動による

キャッシュ・フロー △67

財務活動による

キャッシュ・フロー △9

現金及び現金同等物

の増加額 346

Ａ Ｂ Ａ－Ｂ

営業活動によるＣＦは、当期も税引前当期
純利益と減価償却費を源泉として安定。

投資活動によるＣＦは前年より減少
本社移転による有形固定資産の取得38百万円と
差入保証金の支出26百万円が主な要因。

財務活動によるＣＦは前年より減少
当期の財務活動は前年と同様にリース債務の
返済による支出が主な要因。

営業活動によるＣＦで得られた資金から、
新規サービスの展開を図る所存であります。
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●

11--44.. 20112011年年33月月期期 キャッシュ・フロー概要キャッシュ・フロー概要
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◆ 高品質なコンテンツへのこだわり

◆ コミュニケーション機会の創造

◆ ユーザー本位のサービス徹底

基本方針

新たな エンターテインメント・コミュニティ の創造

ソーシャルメディアやスマートフォンなど、

新たなプラットフォームへの展開

既存のパチンコ・パチスロサイトの充実と拡大

コンテンツホルダー・関連企業との連携強化
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●

22--11.. 事業方針事業方針

目 標

中核であるモバイル事業の強化と

周辺領域をさらに拡充する。

事業展開
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売上高は当期実績を若干下回るものの、ソーシャルメディアやスマート
フォン向けの新サービスが利益を獲得しはじめたことなどにより、通期の
営業利益、経常利益、当期純利益はともに黒字を継続。

Ａ Ｂ Ａ－Ｂ

通期業績予想

（11/4～12/3）

当期実績

（10/4～11/3）

1,131

50

49

23

1,100

差異

△31

0

△2

50

47

40 17

（百万円）

売上高

営業利益

経常利益

当期純利益

＊ 2012年3月期通期の業績予想は、201１年５月12日付の「決算短信」にて公表した数値です。

持続的な成長基盤に向けた収益力のさらなる強化を推進
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●

22--２２.. 20120122年年33月期月期 業績予想業績予想



会社名 コムシード株式会社

英文社名 CommSeed Corporation

設立 1991年12月13日

本社所在地 東京都千代田区神田駿河台三丁目2番地 新御茶ノ水アーバントリニティビル７階

代表者 代表取締役社長 坂入 万弘

資本金 568,883,233円 （2011年3月末現在）

公開市場 名古屋証券取引所セントレックス市場

証券コード 3739

事業内容 モバイルコンテンツの企画開発・運営

従業員数 41名 （2011年3月末現在）
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●

企業概要企業概要



お問合せ：

経営管理部ゼネラルマネジャー

小倉 誠

〒101-0062 

東京都千代田区神田駿河台三丁目2番地

新御茶ノ水アーバントリニティビル7階

TEL： 03-5289-3114

FAX： 03-5289-3112

e－mail： info@commseed.net

http://www.commseed.net/

この資料に掲載されている見通し、その他今後の予測・戦略などに関わる情報は、本資料の作成時点において、
当社が合理的に入手可能な情報に基づき、通常予測し得る範囲で為した判断に基づくものです。しかしながら
現実には、通常予測しえないような特別事情の発生または結果の発生等により、本資料記載の見通しとは異なる
結果を生じるリスクを含んでおります。当社と致しましては、投資家の皆様にとって重要と考えられるような情報に
ついて、その積極的な開示に努めて参りますが、本資料記載の見通しのみに全面的に依拠してご判断されること
はくれぐれもお控えになられるようお願い致します。なお、いかなる目的であれ、当資料を無断で複写複製、または
転送などを行わないようにお願い致します。

コムシード株式会社
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